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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

�

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

�

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

�

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

�

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

�

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

�

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

ト
チ
の
葉
の
音
な
く
落
ち
て
日
を
こ
ぼ
し
一
葉
ほ
ど
の
青
空
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　
落
ち
た
葉
に
よ
る
変
化
が
「
一
葉
ほ
ど
の
」
で
実
感
さ
れ
る
。

茶
の
花
に
追
憶
と
い
う
花
言
葉
人
恋
う
こ
と
の
あ
る
も
な
つ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
控
え
め
な
茶
の
花
に
、
今
の
穏
や
か
な
心
境
が
感
じ
ら
れ
る
。

江
の
島
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
粒
と
な
り
若
布
の
眠
る
海
に
降
り

し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
波
に
零
れ
る
光
を
粒
と
捉
え
、
海
中
を
連
想
し
独
自
性
が
あ
る
。

あ
ま
や
か
な
鴉
の
声
に
目
覚
め
た
り
窓
を
開
け
れ
ば
年
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

暁
に
窓
を
開
け
れ
ば
凛
と
し
た
空
気
震
わ
せ
朝
が
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
木
村
　
　
勲

甘
藍
の
小
さ
き
渦
な
す
光
あ
り
岬
の
さ
き
ま
で
畑
は
つ
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

頁
数
の
こ
り
少
な
き
家
計
簿
の
余
白
の
メ
モ
に
今
年
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

少
年
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
美
豆
良
の
ご
と
く
髪
を

束
ね
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

青
柿
の
陽
に
温
め
ら
れ
ひ
と
日
ご
と
朱
み
と
甘
み
を
増
し
て
ゆ
き

た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

コ
ロ
ナ
禍
に
友
は
逝
き
た
り
ピ
ン
コ
ロ
を
望
み
た
し
と
ふ
一
首
遺

し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

　
サ
イ
ク
ル
で
四
季
の
移
ろ
い
感
じ
つ
つ
三
十
年
地
球
一
周
超
え

た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉
秋
高
し
た
ま
に
は
友
と
昼
の
酒
　
　  

川
名
　
槇
野
あ
さ
子

　
２
年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
考
え
ら
れ
な
い
一
句
。「
天
高
し
」

で
は
な
く
「
秋
高
し
」
で
広
々
と
し
た
包
容
力
も
感
じ
た
。

〈
地
〉古
靴
の
足
に
や
さ
し
き
秋
の
浜
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　
季
題
の
使
い
方
と
表
現
が
直
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
靴
の
古
き
に

も
愛
情
を
持
っ
て
い
る
作
者
の
心
持
が
よ
い
。

〈
人
〉寒
月
や
行
方
知
れ
ず
の
猫
を
待
ち
　
　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

　
作
者
の
心
境
に
同
感
。
寒
月
も
探
し
て
い
る
の
か
も
。

秋
な
す
や
田
舎
の
味
噌
も
添
え
て
炊
く
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

　
食
べ
物
の
句
は
美
味
し
そ
う
に
作
る
は
鉄
則
。
中
七
下
五
で
更

に
秋
茄
子
の
艶
が
見
え
て
き
た
。

縁
側
と
い
ふ
小
春
日
の
一
壺
天
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
一
壺
天
は
一
つ
の
小
天
地
。
別
世
界
の
意
。
正
に
小
春
日
の
縁

側
を
表
す
の
に
適
し
て
い
た
。
季
題
も
的
確
。

乗
り
換
へ
の
新
そ
ば
匂
ふ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム  

岡
本 

　
鳴
海
　
紀
政

　
駅
の
立
ち
食
い
そ
ば
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
、
新
そ
ば
は
立
ち
寄

り
た
い
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
七
字
だ
が
慌
し
さ
も
出
て
い
た
。

山
茶
花
や
無
数
の
蕾
花
陰
に
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

三
代
の
人
生
の
華
七
五
三
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

錦
秋
の
空
ひ
と
め
ぐ
り
主
の
鳶
　
　
　
　
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

一
人
居
の
夜
の
侘
し
さ
雪
し
ま
き
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

冬
天
は
寂
聴
の
宙そ
ら
き
っ
ぱ
り
と
　
　
　
　
　
城
廻
　
小
美
野
京
子

月
白
や
遠
街
の
灯
の
点
り
初
む
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

奥
秩
父
長
き
停
車
や
蕎
麦
の
花
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

舞
上
が
り
木
の
葉
一
瞬
戸
惑
い
ぬ
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

日
の
光
集
め
て
ま
ぶ
し
黄
菊
か
な
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

産
土
の
上
社
下
社
や
初
日
影
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

冬
は
じ
め
飛
ぶ
と
も
な
し
に
蝶
飛
べ
り
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

め
で
た
き
や
彩
雲
浮
か
ぶ
秋
日
暮
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

真
直
ぐ
な
る
雨
ふ
り
そ
そ
ぐ
枯
木
山
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

滔
滔
と
筧
の
水
音
春
ど
な
り
　
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

で
の
坂
を
上
が
る
コ
ー
ス

で
福
男
と
福
女
を
決
め
る
。

申
込
は
「
復
幸
男
女
参
加

希
望
」、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
☎
を
明
記
し
メ
ー
ル
で

busbanred@gm
ail.com

へ
。
逗
子
災
害
ボ
ラ
バ
ス

タ
ー
ズ
服
部
方
☎
０
８
０

 

・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

▼「
は
じ
め
て
の
シ
ナ
リ
オ
」

教
室

　
１
月
18
日
・
２
月
18
日
・

３
月
24
日
10
時
、
全
３
回
、

川
喜
多
映
画
記
念
館
。
講
師

は
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財

団
代
表
理
事
・
武
田
和
さ
ん
。

２
千
円
。
要
申
込
。
☎
23
・

２
５
０
０

▼
ず
し
楽
習
塾
推
進
の
会
の

催
し

▽
映
画
と
音
楽
の
素
敵
な
出

会
い
　
１
月
19
日
14
時
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
。「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
」「
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
な
ど
の
映

画
音
楽
を
鑑
賞
。
講
師
は
川

喜
多
映
画
記
念
館
・
馬
場
祐

輔
さ
ん
。
無
料
。

▽
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
見
え

た
日
本
の
課
題
　
１
月
29

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
１
月
９
日
10
～
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）
。
毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
。
鎌
倉
市
御
成
町
11
―
40

Ｍ
ビ
ル
３
Ｆ
へ
。
☎
０
８
０

 

・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
１

月
10
・
23
日
11
・
14
時
。
10

日
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
23
日
筝
と
ピ
ア

ノ
。
無
料
。
▽
早
春
こ
け
玉

盆
栽
作
り
２
月
５
日
10
時
・

13
時
半
。
２
千
円
。
申
込
は

４
日
か
ら
H
Ｐ
で
24
日
ま

で
。
各
入
園
料
別
。
☎
46
・

２
１
８
８

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
１
月
15
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
16
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

円
。テ
イ
ク
ア
ウ
ト
５
百
円
。

メ
ー
ル
で
予
約flatcafe

kamakura@gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９

９
・
１
６
５
４

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
月

28
日
９
～
15
時
。雑
貨･
衣
類 

･
手
作
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
29
日
８
～
15
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
市
民
健
康
課
の
催
し

　
鎌
倉
市
在
住
、65
歳
以
上

対
象
。無
料
。要
申
込
。

▽
か
ら
だ
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
１
月
18
日
・
２
月
1
・
15

日
、
３
月
１
・
15
・
29
日
13

時
半
、
全
６
回
。
腰
越
な
ご

や
か
セ
ン
タ
ー
。
フ
レ
イ
ル

予
防
と
口
腔
ケ
ア
。

▽
精
神
科
医
の
禅
僧
が
教
え
る

心
と
身
体
の
正
し
い
休
め
方

　
２
月
10
日
13
時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
質
の
良
い

睡
眠
や
疲
れ
を
癒
す
方
法
を

学
ぶ
。
市
民
健
康
課
☎
61
・

３
９
７
７

▼
第
7
回
逗
子
復
幸
男
女
決

定
戦

　
２
月
11
日
10
時
、
法
性
寺

下
の
山
門
か
ら
本
堂
正
門
ま

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
激
変
！
旧
海
岸
線

〝
乙
艫
海
岸
・
長
浜
・
下
の
浜
・

西
浜
〟
を
巡
る

　
１
月
15
日
９
時
半
、
シ
ー

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
海
の
公
園
南

口
駅
集
合
。約
７
㌔
歩
く
。５

百
円
（
交
通
費
等
別
）。５
日

ま
で
に
横
濱
金
澤
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込
。

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
１
月
21
日
17
時
半
～
18
時

半
、
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
。
音
楽
会
、
国
際

交
流
、
弁
当
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
。
子
ど
も
２
百
円
、
大
人

５
百
円
。▽
26
日
16
～
18
時
、

ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
。店
内
飲
食
。

子
ど
も
２
百
円
、
大
人
５
百

日
・
２
月
５
・
12
・
19
日
12

時
半
、
逗
子
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
。
ウ
イ
ル
ス
の
病
か
ら

政
治
、
経
済
を
巻
き
込
ん
だ

社
会
の
病
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ

を
考
察
。
講
師
は
川
崎
市
健

康
安
全
研
究
所
・
岡
部
信

彦
所
長
（
１
月
29
日
）、
日

本
総
合
研
究
所
主
席
研
究

員
・
藻
谷
浩
介
さ
ん
（
２
月

19
日
）
ら
。
無
料
。
申
込
は

メ
ー
ルz-gakushujuku@

bz04.plala.or.jp 

問
合
せ 

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
７
０

０
７

▼
障
害
者
と
と
も
に
働
く
職

場
づ
く
り
を
考
え
る

　
１
月
25
日
14
時
、鎌
倉
商

工
会
議
所
。講
師
は
法
政
大
学

現
代
福
祉
学
部
・
眞
保
智
子

教
授
。無
料
。要
申
込
。
市
障

害
福
祉
課
☎
23
・
３
０
０
０

▼
鎌
倉
市
学
習
セ
ン
タ
ー
の

催
し

　
鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申

込
は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ
キ
で

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

▽
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー

簡
単
英
語
で
鎌
倉
ガ
イ
ド
２

月
２
・
16
・
23
日
10
時
、
全

３
回
。
外
国
人
対
し
て
鎌
倉

を
案
内
す
る
簡
単
英
語
を
学

ぶ
。
無
料
。
大
船
２
―
１
―

26
同
セ
ン
タ
ー
。20
日
必
着
。

☎
45
・
７
７
１
２

▽
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

『
吾
妻
鏡
』
源
氏
将
軍
抄
読

２
月
２
・
16
・
23
日
13
時
半
、

全
３
回
。無
料
。岡
本
２
―
16

―
３
同
セ
ン
タ
ー
。
１
月
21

日
必
着
。
☎
44
・
２
２
１
９

▽
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

Ａ
鎌
倉
ゆ
か
り
の
文
豪
　
夏

目
漱
石
２
月
５
日
14
時
。

Ｂ
「
鎌
倉
殿
」
と
北
条
氏
―

大
河
ド
ラ
マ
に
迫
る
２
月
11

日
14
時
。
各
無
料
。
小
町
１

―
10
―
５
同
セ
ン
タ
ー
。
Ａ

21
日
、
Ｂ
31
日
必
着
。
☎

25
・
２
０
３
０

▽
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー

市
民
大
学
―
口
腔
ケ
ア
は
命

を
の
ば
す
　
２
月
８
・
15
・

22
日
14
時
、全
３
回
。
無
料
。

常
盤
１
１
１
―
３
同
セ
ン

タ
ー
。20
日
必
着
。☎
48
・
０

０
２
３

▽
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー

食
育
カ
レ
ッ
ジ
―
パ
ン
作
り

教
室
　
２
月
12
・19
日
13
時
、

全
２
回
。６
百
円
。腰
越
８
６

４
同
セ
ン
タ
ー
。
２
月
２
日

必
着
。
☎
33
・
０
７
１
２

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 11 月に一般 155 冊、
児童書 62 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「100 万回死んだねこ－覚え違いタイトル集」福井県
立図書館編著　講談社 ▼「視覚化する味覚－食を彩る資本
主義」久野愛著　岩波書店（岩波新書）▼「頭を良くする
全技法－ベスト・オブ・齋藤孝」齋藤孝著　朝日新聞出版

（朝日新書）▼「神奈川中世城郭図鑑」西股総生著　松岡進
著　田嶌貴久美著　戎光祥出版（図説日本の城郭シリーズ）
　▼「頼朝の武士団－鎌倉殿・御家人たちと本拠地「鎌倉」」
細川重男著　朝日新聞出版（朝日新書）▼「世界を変える
5 つのテクノロジー－ SDGs、ESG の最前線」山本康正
著　祥伝社（祥伝社新書）▼「世界の美しい動物園と水族館」
パイインターナショナル編著　パイインターナショナル
　▼「コロナワクチン３回目打ちますか？－医者の私が接
種しない理由」志賀貢著　幻冬舎 ▼「素晴らしきお菓子缶
の世界」中田ぷう著　光文社 ▼「会って、話すこと。－自分
のことはしゃべらない。相手のことも聞き出さない。人生
が変わるシンプルな会話術」田中泰延著　ダイヤモンド社
　▼「谷崎潤一郎をめぐる人々と着物－事実も小説も奇なり」
中村圭子著　中川春香著　東京美術 ▼「傑作！名手たちが
描いた小説・鎌倉殿の世界」安部龍太郎著他５人　宝島社

（宝島社文庫）▼「鎌倉武士の和歌－雅のシルエットと鮮烈
な魂」菊池威雄著　新典社（新典社選書）

鎌倉市中央図書館（11月分）

の
小
津
会
」
で
「
東
京
暮
色
」

上
映
と
山
内
静
夫
追
悼
企
画

の
イ
ベ
ン
ト
。
30
日
は
結
果

発
表
と
朝
比
奈
住
職
が
解
説

す
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
坐
禅
会
」

も
。
映
画
本
編
上
映
１
５
０

０
円
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
イ

ベ
ン
ト
1
０
０
０
円
。
　
　

　
湘
南
遊
映
坐
☎
０
４
６
６

・
65
・
０
１
２
３

　鎌倉・逗子・葉山の令和４年の新成
人は２，４３５人。
　この３地域の総人口は２６２,５２２人

（令和３年１１月１日現在）で、そのう
ち新成人の割合は約０．９２％
　１月１１日各地域で成人式、 成人の
つどいが開催される。

鎌倉・逗子・葉山 新成人鎌倉・逗子・葉山 新成人

　
３
月
６
日
13
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
。

　
俳
人
高
柳
克
弘
さ
ん
の
講
演
と
受
賞
作
品
発
表
（
実
朝

賞
、市
長
賞
な
ど
）。
選
者
は
星
野
椿
さ
ん
、松
尾
隆
信
さ
ん
、

宮
坂
静
生
さ
ん
、
山
川
幸
子
さ
ん
。

【
投
句
募
集
】
▽
一
般
投
句
　
実
朝
忌
・
当
季
雑
詠
併
せ
て

２
句
（
未
発
表
作
品
、
何
組
で
も
可
）。
１
組
千
円
。
１
月

15
日
当
日
消
印
有
効
。
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
境
木
本
町
66
―

２
―
１
０
７
正
谷
民
夫
方
実
朝
忌
俳
句
大
会
事
務
局
。

▽
大
会
投
句
13
時
締
切
。
実
朝
忌
・
鎌
倉
嘱
目
併
せ
て
２
句
。

千
円
。
正
谷
方
☎
０
９
０
・
７
８
３
９
・
６
４
０
２

第
74
回
実
朝
忌
俳
句
大
会

　
３
月
９
日
鎌
倉
芸
術
館
。

　
11
時
半
「
男
は
つ
ら
い
よ

50
　
お
帰
り
寅
さ
ん
」、
13

時
50
分
山
田
洋
次
監
督
と
倍

賞
千
恵
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
、
14
時
半
「
キ
ネ
マ

の
神
様
」。

　
１
８
０
０
円
、
前
売
１
５

０
０
円
。
鎌
倉
芸
術
館
☎

48
・
５
５
０
０

　
主
催
・
問
合
せ
鎌
倉
同
人

会
☎
61
・
１
９
３
０

　
２
月
23
日
17
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。

　
出
演
は
石
田
組
（
石
田
泰

尚
率
い
る
13
人
編
成
弦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
）、
エ
バ
ン
・

コ
ー
ル
、
大
河
ド
ラ
マ
出
演

者
（
予
定
）。
入
場
無
料
。

　
主
催
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送

局
・
鎌
倉
市
・
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」鎌
倉
市
推

進
協
議
会
。

　
申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
み
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
。
２
月
１
日
締

切
。
多
数
抽
選
。

　
問
合
せ
鎌
倉
市
役
所
大
河

ド
ラ
マ
担
当
☎
23
・
３
０

０
０
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局

☎
０
４
５
・
２
１
２
・
２
８

２
２

　
１
月
８
～
30

日
の
土
日
９
～

16
時
半
、
北
鎌

倉
・
浄
智
寺
の

竹
林
シ
ア
タ
ー
。

　
映
画
予
告
篇

の
紹
介
を
切
り
口
に
、
多
様

な
映
画
の
存
在
に
出
逢
え
る

場
を
創
ろ
う
と
２
０
０
８
年

に
ス
タ
ー
ト
。
映
画
文
化
の

草
の
根
振
興
を
目
指
す
。

　
予
告
篇
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
昨
年
度
コ
ン
ペ
部
門
入

賞
作
品
の
本
編
上
映
。

　
29
日
は
小
津
安
二
郎
監
督

の
名
作
に
親
し
む
「
み
ん
な

春
の
映
画
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

　　　　　　　　　　　
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

第
14
回
予
告
篇
Z
E
N
映
画
祭

山
内
静
夫
追
悼

鎌
倉
と
共
に
１
０
７
年　

鎌
倉
同
人
会

山田洋次監督

浄智寺の竹林シアター

倍賞千恵子さん


